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Simons Array実験 (SA実験)は宇宙マイクロ波背景放射 (CMB)に生成されるB モードと呼ばれる特殊な偏光
パターンの精密観測を行うことで、インフレーションモデルやニュートリノ質量和に強い制限を与える事を目的
とする。SA実験では３台の望遠鏡を使用し、南米チリのアタカマ観測所において CMB偏光の精密観測を行う。
３台のうち最初の望遠鏡のレシーバーのインストールは完了し、運用試験が現在進行中である。望遠鏡内部には
検出器較正用の参照光源として黒体放射光源装置が設置される。光源装置の信号に対する検出器の出力を評価す
ることで検出器の光学的な性能評価を行うことが出来る。本発表では、較正光源を用いた光学試験についての報
告を行う。


